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108 第 10回ものつくり大学教育研究推進連絡協議会議事概要 





１，日時：平成 23 年 2 月 17 日 
２，場所：経団連会館（402 号室） 






  神本学長から本学の現状報告を行った． 
 ②会員企業からの発表 














   飛内学部長を司会として下記意見，要望等があった． 
・日本は人の資源しかないので，教育は大事な国の柱である．産業立国の日本において，ものつくり大
学の重要性は増していると認識している．国内，国外といった壁はないという考え方で大学の教育を
行って欲しい．英語も大事であるが，コミュニケーション能力として，まず日本語教育が必要である．
基本はあいさつからしっかり行うことである． 
・まだ，大学間の提携が進んでいない．学長もしくは教員の交流・連携を活かして，大学間の提携や留
学生交換を行ってはどうか．また，英語教育は英語で行ったほうがよい．その中でコミュニケーショ
ン能力を育てて欲しい． 
・教員の国際交流はもちろんであるが，もっと学生の国際交流を具体的に進めてはどうか． 
・技術部門，海外支店での採用はある．総合職としての採用は昨年からであり，これから増やしていこ
うというところである．日本の文化や企業について十分な理解がある留学生からまず採用していきた
いと考えている． 
